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1 ご使用の前に 

1.1 はじめに 

このセットアップガイドでは rekordbox dvs について説明しています。rekordbox 全般については、

rekordbox 操作説明書をご参照ください。 

 

rekordbox 操作説明書 rekordbox.com/ja/support/manual.php 

 

rekordbox dvs は rekordbox 4.1.0 以降でアクティベートできます。4.1.0 以前の rekordbox をお使い

の場合は最新バージョンにアップデートしてください。 

 

1.2 rekordbox dvs の概要 

rekordbox dvs は rekordbox dj（rekordbox の PERFORMANCE モード）に DVS*機能を追加する Plus 

Pack です。rekordbox dvs をアクティベートして、ターンテーブル、専用 Control Vinyl、rekordbox 

dvs 対応 DJ 機器をご使用いただくと、ターンテーブルの操作で rekordbox の DECK をコントロールでき

るようになります。 

 

*DVS…Digital Vinyl System 

ターンテーブルを使って DJ アプリケーションの DECK をコントロールできます。再生方向、テンポ、スクラッチ操

作、再生位置が、DJ アプリケーションの DECK に Load されている楽曲に反映されます。 
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1.3 必要機材 

DVS には以下の機材が必要になります。 

 

・コンピュータ 

動作環境は 1.4 コンピュータの動作環境 をご参照ください。 

・ターンテーブル（または CDJ/XDJ） 

 ターンテーブルの推奨機器： 

 PLX-1000 

・レコード（CDJ/XDJ をご使用の場合はコントロール信号の WAV ファイル） 

rekordbox dvs 専用レコード： 

RB-VS1-K 

Pioneer DJ 製以外の Control Vinyl やコントロール信号 WAV データは動作保障対象外になり

ます。Pioneer DJ 製以外は再生位置がずれるなど正しく動作しません。 

CDJ/XDJ をご使用の場合： 

rekordbox dvs 専用のコントロール信号 WAV ファイルを Web からダウンロードしてくださ

い。 

rekordbox.com/ja/support/faq.php 

[rekordbox dvs] > [rekordbox で DVS を始めるのに必要なものは何ですか？] > 専用コント

ロール信号の WAV ファイルはこちら をクリックすると rekordbox Control Signal.wav 

をダウンロードできます。CD や USB メモリなどのメディアでお使いください。 

・rekordbox dvs 対応 DJ機器 

  (2018 年 6 月時点) 

ミキサー 

DJM-TOUR1 / DJM-900NXS2 / DJM-900NXS / DJM-900SRT / DJM-850 / DJM-750MK2/ 

DJM-750 / DJM-450 / DJM-250MK2 / DJM-S9 / DJM-T1 

   コントローラ 

 DDJ-1000 / DDJ-RZX / DDJ-RZ / DDJ-RX / DDJ-RR / DDJ-SZ / DDJ-SX2  

   オーディオインターフェース 

 INTERFACE 2  

 

  rekordbox dvs 対応機器: rekordbox.com/ja/support/link.php  



3 
 

1.4 コンピュータの動作環境 

対応 OS、および必要なシステム（最低動作環境）につきましては、rekordbox.com の [Support] > [動

作環境] のページを参照してください。  
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2 アプリケーションを準備する 

rekordbox dvs は、以下の①～④のいずれかの方法でご利用いただけます。 

 

① ライセンスキー同梱機器(rekordbox.com/ja/support/bundle.php)に付属のライセンスキーでアク

ティベートする 

ライセンスキー同梱機器を購入された場合は、同梱されている rekordbox dvs のライセンスキーを使

って rekordbox dvs をアクティベートすることができます。 

 

STEP1. 事前準備 

・コンピュータに最新の rekordbox をインストールします。 

・rekordbox を起動します。 

・アカウントを登録します。 

 *アカウントの登録方法は rekordbox 操作説明書をご参照ください。 

 

STEP2. rekordbox dj のアクティベート 

・[環境設定] > [ライセンス] > [rekordbox dj]の下にある[アクティベート]ボタンをクリックし

ます。 
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・rekordbox dj ライセンスキーを入力します。 

 

→rekordbox dj（rekordbox の PERFORMANCE モード）が使用できるようになります。 

 

STEP3. rekordbox dvs のアクティベート 

・rekordbox を[PERFORMANCE]モードにします。 

・[環境設定] > [ライセンス] > [rekordbox dvs]の下にある[アクティベート]ボタンをクリック

します。 
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・rekordbox dvs ライセンスキーを入力します。 

 

→rekordbox（PERFORMANCE モード）で DVS 機能が使用できるようになります。 

 

 

② rekordbox dj と rekordbox dvs を購入してアクティベートする 

rekordbox dj と rekordbox dvs を購入してそれぞれをアクティベートすると DVS 機能を使用でき

るようになります。 

STEP1. 事前準備 

・コンピュータに最新の rekordbox をインストールします。 

・rekordbox を起動します。 

・rekordbox アカウントを登録します。 

 

STEP2. rekordbox dj の購入 

rekordbox.com の Store ページ（rekordbox.com/ja/store/）で rekordbox dj を購入します。 

→購入手続き完了後、メールで rekordbox dj のライセンスキーが送られてきます。 
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STEP3. rekordbox dj のアクティベート 

・[環境設定] > [ライセンス] > [rekordbox dj]の下にある[アクティベート]ボタンをクリックし

ます。 

 

・メールで送られてきた rekordbox dj のライセンスキーを入力します。 

 

→rekordbox dj（rekordbox の PERFORMANCE モード）が使用できるようになります。 

 

STEP4. rekordbox dvs の購入 

rekordbox.com の Store ページ（rekordbox.com/ja/store/）で rekordbox dvs を購入します。 

→購入手続き完了後、メールで rekordbox dvs のライセンスキーが送られてきます。 
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STEP5. rekordbox dvs のアクティベート 

・rekordbox を[PERFORMANCE]モードにします。 

・[環境設定] > [ライセンス] > [rekordbox dvs]の下にある[アクティベート]ボタンをクリック 

します。 

 

 

・メールで送られてきた rekordbox dvs のライセンスキーを入力します。 

 

→rekordbox（PERFORMANCE モード）で DVS 機能が使用できるようになります。 
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③ サブスクリプション（月額払い）を利用する 

サブスクリプションをご利用いただくと rekordbox dj と rekordbox dvs を含む全ての Plus Pack を

アクティベートできます。すでにサブスクリプションをご契約されている場合は rekordbox4.1.0 以

降にアップデートすると rekordbox（PERFORMANCE モード）で DVS 機能をご使用いただけるよう

になります。サブスクリプションを契約されていない場合は以下の手順で契約し、アクティベートし

てください。 

 

STEP1. 事前準備 

・コンピュータに最新の rekordbox をインストールします。 

・rekordbox を起動します。 

・rekordbox アカウントを登録します。 

 *アカウントの登録方法は rekordbox 操作説明書をご参照ください。 

 

STEP2. サブスクリプションの契約 

・rekordbox.com の Store ページ（rekordbox.com/ja/store/）でサブスクリプションを契約しま

す。 

→メールでサブスクリプションのライセンスキーが送られてきます。 

 

STEP3. rekordbox dj と rekordbox dvs を含む全ての Plus Pack のアクティベート 

・[環境設定] > [ライセンス] > [rekordbox dj]の下にある[アクティベート]ボタンをクリックし

ます。 
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・メールで送られてきたサブスクリプションのライセンスキーを入力します。 

 

→rekordbox dj（rekordbox の PERFORMANCE モード）と DVS 機能が使用できるようになりま

す。 

 

④ TRIAL（30 日間）モードで試用する 

rekordbox のインストール後、TRIAL モードを開始すると 30 日間は rekordbox dj および rekordbox 

dvs の全機能をご試用いただけます。（TRIAL 期間を過ぎるとご使用できなくなります。） 

 

STEP1. 事前準備 

・コンピュータに最新の rekordbox をインストールします。 

 

STEP2. TRIAL モードを開始する 

・rekordbox を起動し、[TRIAL]にチェックを入れます。 

 

→TRIAL が開始され、rekordbox dj（rekordbox の PERFORMANCE モード）と DVS 機能が使用

できるようになります。 
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3 機器をセッティングする 

3.1 ミキサーまたはコントローラとの接続例  

 

 

・コンピュータとミキサー（またはコントローラ）を USB ケーブルで接続します。 

・ターンテーブル（または CDJ/XDJ）とミキサー（またはコントローラ）をオーディオケーブルで接続

します。 

ターンテーブルをお使いの場合： 

ミキサー（またはコントローラ）のインプットセレクターに[PHONO]または[PHONO/LINE]がある

CH に接続してください。 

CDJ/XDJ をお使いの場合： 

ミキサー（またはコントローラ）のインプットセレクターに[CD/LINE]、[LINE]、または

[PHONO/LINE]がある CH に接続してください。 

・ターンテーブル（または CDJ/XDJ）を接続しているミキサー（またはコントローラ）の CH のインプ

ットセレクターを以下のように設定します。 

 DJM-TOUR1、DJM-900NXS2 の場合： 

  [USB-A]または[USB-B] 

DJM-900NXS、DJM-900SRT、DJM-850、DJM-750、DJM-T1、DDJ-RZX、DDJ-RZ、DDJ-SZ 

の場合： 

[USB]（[USB 1/2]などのように数字を表記している機種もあります） 
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DJM-750MK2、DJM-450、DJM-250MK2、DJM-S9 の場合： 

[    ] 

DDJ-RX、DDJ-SX2 の場合： 

  [PC] 

 DDJ-RR の場合： 

  [DECK1-4] 

 ・ターンテーブルに Pioneer DJ 製レコード（RB-VS1-K）をセッティングします。 

CDJ/XDJ をご使用の場合は、rekordbox Control Signal.wav*を入れた CD-R、USB メモリなどの

メディアを CDJ/XDJ に挿入します。（*…詳細は 1.3 を参照ください。） 
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3.2 オーディオインターフェースとの接続例  

 

 

・コンピュータとオーディオインターフェースを USB ケーブルで接続します。 

・ターンテーブル（または CDJ/XDJ）とオーディオインターフェースをオーディオケーブルで接続しま

す。 

ターンテーブルをお使いの場合： 

オーディオインターフェースの INPUT SELECT 切替スイッチを[PHONO]に設定した状態で、

INPUT 端子に接続してください。 

CDJ/XDJ をお使いの場合： 

オーディオインターフェースの INPUT SELECT 切替スイッチを[LINE]に設定した状態で、INPUT 端

子に接続してください。 

・オーディオインターフェースの OUTPUT 端子とミキサーの CD/LINE 端子を音声ケーブルで接続しま

す。 

・ターンテーブルに Pioneer DJ 製レコード（RB-VS1-K）をセッティングします。 

CDJ/XDJ をご使用の場合は、rekordbox Control Signal.wav を入れた CD-R、USB メモリなどの

メディアを CDJ/XDJ に挿入します。（*…詳細は 1.3 を参照ください。） 
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4 rekordbox で DVS の設定を行う 

rekordbox（PERFORMANCEモード）の[環境設定] > [DVS]で以下の設定を行います。 

[ 1 ] DVS機能を有効にする/しない 

[ 2 ] ルーティング設定 

[ 3 ] コントロール信号設定 

[ 4 ] 波形表示 

[ 5 ] Control Vinyl 
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4.1 DVS 機能を有効にする/しない 

  

[DVS 機能を有効にする]にチェックを入れると、各 DECK は DVS モードに切り替わります。 

 

DVS モードには ABSOLUTE、RELATIVE、INTERNAL の 3 種類があります。 

（オーディオインターフェースを使用する場合、THROUGH モードもあります。） 

    をクリックするとメニューの中から選択できます。 

 

…ABSOLUTE モード 

・ターンテーブルの針の位置が rekordbox の DECK の再生位置に反映されます。 

・ターンテーブルの再生方向、テンポ、バイナルの操作が DECK 再生に反映されます。 

また Hot Cue やニードルサーチなど楽曲の位置が変わる機能が無効になります。 

 * P.17 の DVS モード別機能制限一覧をご参照ください。 

 

…RELATIVE モード 

・ターンテーブルの針の位置を rekordbox の DECK の再生位置に反映しません。 

・ターンテーブルの再生方向、テンポ、バイナルの操作は DECK 再生に反映されます。 

 *P.17 の DVS モード別機能制限一覧をご参照ください。 



16 
 

…INTERNAL モード 

・ターンテーブルの針の位置、再生方向、テンポ、バイナルの操作が DECK 再生に反映されなくな

ります。 

・DECK 機能は制限無く使用できます。 

 

…THROUGH モード（INTERFACE 2 使用時のみ表示されます。） 

・ターンテーブルからオーディオインターフェースへ入力した音声をそのまま OUTPUT 端子へ出

力します。 

・DECK は停止します。 

 

…INTERNAL モード以外のときに表示されます。 

    クリックすると INTERNAL モードに切り替わります。 

ABSOLUTE モードでお使いの際に、レコードの再生位置が終了間際になった場合など、一時的に

INTERNAL モードに切り換えたいときに使用します。 
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DVSモード別 DECK機能制限一覧 

DECK機能 ABSOLUTEモード RELATIVEモード 

PLAY/PAUSE × × 

CUE × × 

AUTO BEAT LOOP × ○ 

LOOP IN / OUT ×  ○ 

QUANTIZE × ○ 

SLIP × ○ 

TEMPO SLIDER × *1 × *1 

TEMPO RANGE × *1 × *1 

BPM SYNC × ○ *2 

NEEDLE SEARCH × ○ 

PAD / GRID Panel × ○ 

 

*1…テンポコントロールはターンテーブル（または CDJ/XDJ）の TEMPO SLIDER、TEMPO RANGE 切

り替えで行えます。 

 

*2…RELATIVE モード DECK での BPM SYNC 機能は以下の動作となります。 

・同期したい DECK の[BPM SYNC]をクリックする。 

→Master DECK の BPM に同期します。（グリッドは同期しません。） 

・Master DECK のテンポを TEMPO SLIDER で変更する。 

→[BPM SYNC] ON の DECK は、Master DECK の BPM に追従します。 

Master DECK 以外の DECK でテンポを変えた場合、その DECK のみ BPM が変わります。 

・同期を解除するには、再度[BPM SYNC]をクリックする。 

 →BPM は直前の値を継続します。 

  BPM をターンテーブル（または CDJ/XDJ）の TEMPO SLIDER で調整した値に戻すには、 

[RESET]*をクリックします。（*2DECK/4DECK HORIZONTAL では[R]と表示されます。） 

[RESET]はバーチャルデッキ内をマウスオーバーすると表示されます。 
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4.2 ルーティング設定 

本設定は以下の機器(*1)を除く rekordbox dvs 対応機器(*2)の場合に表示されます。その他の機器では

表示されません。 

(*1)…DDJ-RX / DDJ-RR / DDJ-SX2 (2017 年 10 月時点) 

(*2)…rekordbox dvs 対応機器(rekordbox.com/ja/support/link.php)  

 

DVS を使用するには[環境設定] > [オーディオ]の以下の 3 つの設定を行う必要があります。 

① [入力チャンネル] 

② ハードウェアの[設定ユーティリティ] > [MIXER OUTPUT] の出力設定 

③ [出力チャンネル] 

本設定はこれら 3 つの設定を簡単に行うことができるようにしたものです。 

設定した結果は上記①～③に反映されます。 

また本設定では 2 台のターンテーブル（または 2 台の CDJ/XDJ）で DVS を行う際のみ使用できます。そ

れ以外のケースでお使いの場合は[環境設定] > [オーディオ]にて上記①～③の設定を行ってください。 

 

・コントロールハードウェア 

  

 DJ プレーヤーの種類を選択します。 

 ・2 台のターンテーブルを使用する場合は[Turntables]を選択します。 

→コンピュータへの入力が Control tone PHONO になります。 

 ・2 台の CDJ/XDJ を使用する場合は[CDJs]を選択します。 

  →コンピュータへの入力が Control tone CD/LINE になります。 

 ・これら以外のケースの場合は[カスタム]を選択します。 

  [カスタム]を選択した場合は[環境設定] > [オーディオ]にて上記①～③の設定を行ってください。  
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・オーディオルーティング 

  

 rekordboxの入出力チャンネルの設定状態を表示します。また変更もできます。 

結線状態を変更するには結線されている CH 番号の上にある●をクリックして結線を左右の CH

番号の●へ移動します。2 台のターンテーブル（または 2 台の CDJ/XDJ）が接続されている

rekordbox dvs対応 DJ機器の CH番号に合わせてください。 

→結線状態は[環境設定] > [オーディオ]の[入力チャンネル]と[出力チャンネル]に反映されます。 
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4.3 コントロール信号設定 

 

ターンテーブルから rekordbox に入力されるコントロール信号の校正を行います。 

コントロール信号は 2 重の円形で表示されます。（左上の数字は信号の強度を表します。） 

校正を行わないとターンテーブルでの再生やスクラッチが正常動作しない場合がありますので、ターンテ

ーブルでコントロールする DECK ごとに必ず 1 度校正を行ってください。 

 

コントロール信号の校正には自動（[AUTO]）と手動（[MANUAL]）の 2 通りの方法があります。 

[AUTO]で調整後、ターンテーブルを再生、スクラッチして DECK の再生動作が安定しない場合は

[MANUAL]で調整してください。 

 

・[AUTO] 

 

STEP1. コントロール信号を調整します。 

ターンテーブルを再生して L/R, P/A Balance の[Start]をクリックしてください。 

校正が終わると[Start]ボタンの上側に「Complete」と表示されます。 

コントロール信号が真円に近い形状になれば正しく調整されています。 
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STEP2. ターンテーブルの振動によって発生するノイズを計測し、コントロール信号を読み取るスレッシ

ョルドを調整します。 

ターンテーブルの再生を止めた状態で rekordbox の DECK を[INT]に切り替えて DECK を再生し、スピ

ーカーから音を出した状態で Noise Level の[Start]をクリックしてください。 

校正が終わると[Start]ボタンの上側に「Complete」と表示されます。 

 

・[MANUAL]  

 

STEP1. コントロール信号（L/R Balance、P/A Balance）を調整します。 

ターンテーブルを再生し、L/R Balance と P/A Balance のスライダーを動かしてコントロール信号が真

円になるように調整します。 

 

STEP2. コントロール信号を読み取るスレッショルドを調整します。 

Noise Level のスライダーを動かして調整します。スライダーを右に移動するほどターンテーブルの振動

によって発生するノイズに強くなり、左に移動するほどスクラッチ操作に対する精度が向上します。 

 

コントロール信号の表示サイズは[Size]スライダーを動かすと調整できます。 

*円のサイズが小さい場合に拡大表示できます。 
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4.4 波形表示 

 

[テンポを変化させたときに、拡大波形の拍位置の間隔が変化する]にチェックを入れると、デッキのテン

ポを変化させたときに拡大波形の拍位置の間隔が変化します。（スクロールスピードは一定になります。） 

 

[テンポを変化させたときに、拡大波形の拍位置の間隔が変化する]のチェックを外すと、デッキのテンポ

を変化させたときに拡大波形のスクロールスピードが変化します。（拍位置の間隔は一定になります。） 

この設定は 4.1 [DVS 機能を有効にする]にチェックが入っているときのみ有効になります。 

（[DVS 機能を有効にする]にチェックが入っていないときは、常に拡大波形の拍位置の間隔が変化します。） 

 

 

4.5 Control Vinyl 

 

RELATIVE モードのときに有効な機能です。 

[リードインに針を落とすと、曲の先頭にジャンプする]にチェックを入れると、Control Vinyl のリードイ

ンに針を落としたときに、曲の先頭にジャンプします。 

（コントロール信号の WAV ファイルをお使いの場合は、プレーヤーの再生位置を WAV ファイルの先頭

に移動すると、曲の先頭にジャンプします。） 

 

 

以上で DVS のセットアップは完了です。 

・Pioneer DJ はパイオニア株式会社の商標であり、ライセンスに基づき使用されています。 

・rekordboxTMは、Pioneer DJ 株式会社の登録商標です。 

・Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

・Mac、OS X および macOS は、米国および他の国々で登録された Apple Inc.の商標です。 

・Intel®は Intel Corporation の米国ならびにその他の国における商標または登録商標です。 

・その他記載されている商品名、技術名および会社名等は、各社の商標または登録商標です。 

・他のトレードマークおよび商号は、各所有権者が所有する財産です。 
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